
「2023年、LGIMはお客様を
代弁して数々のエンゲージメン
ト活動に精力的に取り組みまし
た。LGIMには、責任ある機関
投資家として、どうすればお客
様に代わって影響力を最大限に
行使できるのか熟考する責務が
あります。そして、「責任投資と
いう手段でより良い未来を創造
する」――これはお客様と
LGIMが共有するパーパスであ
り、LGIMにおけるあらゆる取
り組みの指針となっています」

ミッシェル・スクリムジャー
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世界全体で議決権を行使した株主提案議案数

2023年株主総会シーズンに票決されたLGIMと有志の 
株主による共同株主提案数

£3,781億ポンド1

責任投資戦略による運用資産額
17
新たに提供を開始した責任投資戦略の数

148,7942

2,0503

世界全体で議決権を行使した議案数

LGIMインベストメント・スチュワードシップ・チーム
がエンゲージメントを実施した企業数

数字で見る2023年

注：本文書は2023年におけるLGIMのスチュワードシップ活動について報告するものです。別段の記載のない限り、出典記載のない情報、データ、図表は
すべて2023年12月31日時点のLGIM内部データを基にしています。 
重要なリスク：投資資産および投資によりもたらされる収益の価値は保証されるものでなく、上方にも下方にも変動し、投資元本を毀損する場合が 
あります。

1.	 2023年12月31日時点。責任投資戦略の運用資産残高は、ファンドやお客様との投資運用契約口座のうち、ファンド文書またはお客様の投資運用契約に、ESG基準が意図
的かつ積極的に表されているものの運用資産残高のみとなっています。2023年12月31日時点のLGIMの運用資産総額は1兆1,590億ポンドであり、責任投資戦略の占める
割合は約33%でした。なお、この運用資産総額は、ファンド・オブ・ファンズ（FOF）の持ち株は二重計上せず、お客様の直接投資に基づいて算出した金額であり、有価証券お
よびデリバティブのポジションの評価額が含まれます。

2.	 すべての運用資産を対象とします。「地域別の議決権行使に関する統計」セクションの議決権行使データは、2023年12月31日までの12か月間に、LGIMが自社のコーポレー
ト・ガバナンスと責任投資ポリシーに準拠して、各ファンドで議決権を行使した全議案を表します。

3.	 エンゲージメントのテーマと数値の内訳は、本レポートの5ページを参照してください。

特定投資家（professional investors）のみを対象としており、一般投資家（retail investors）に配布することはできません。投資には必ずリスクが伴います。

リーガル・アンド・ジェネラル・インベス
トメント・マネジメント 
（LGIM）CEO

アクティブ・オーナーシップ: 2023
意義あるエンゲージメント
アクティブ・オーナーシップは、お客様のために持続可能な価値を創造しようとすることを意味します。リーガル・アンド・ジェネラル・インベストメント・ 
マネジメント（LGIM）の年次報告書で2023年のアクティブ・オーナーシップ活動を振り返り、進捗をご報告します。
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LGIMの信念は…… 
……結果を伴うエンゲージメントこそが、世界規模で長期的かつ体系的な 
変化を成し遂げる最良の方法だということです。
2023年初め、LGIMはエンゲージメントの6つの「スーパー・テーマ」（6大テーマ）を最終決定しました。テーマ別に活動の概要を紹介します。

1. 気候

•	 LGIMのクライメート・インパクト・プレッジ（気候影響誓約）
に基づいて、定量的評価を行い、ミニマム・スタンダード（最
低基準）を満たしていないために反対行使の対象となる約
300社を選別しました。

•	 2022年から2023年にかけて、同プレッジの下、LGIMが直
接対話する企業の数はほぼ倍増し、100社を超えました。こ
れらの企業は、その規模と行動を喚起する潜在力を考慮し、
各セクターにおける気候変動対策の「ダイヤル・ムーバー」に
なりうると考えています。

2. 自然

•	 2023年、LGIMの森林破壊防止ポリシー（Deforestation 
Policy）を更新し、このトピックに関して160社超の企業に
対するエンゲージメントを実施しました。2023年は、森林破
壊に関する議決権行使基準に基づき反対行使を適用した最
初の年でした。

•	  2023年中、数回にわたり英国の主要な水道会社、その大株
主、業界規制当局とのエンゲージメントを実施しました。

3. 人
•	 2023年、エスニック（人種・民族）・ダイバーシティに関する

エンゲージメント・キャンペーンを完了しました。また、英国
と米国の大企業に対してエグゼクティブ・リーダーシップ・メ
ンバー（経営陣）のジェンダー・ダイバーシティの改善を求め
るエンゲージメントを継続しました。

•	  世界的な食品小売大手15社に向けて、自社のオペレーショ
ンやサプライチェーンに存在する所得格差の是正を働きか
けるために、明確なエスカレーション戦略を策定したうえで
リビングウェイジ（生活賃金）に重点を置いたエンゲージメ
ント・キャンペーンを開始しました。

•	 2023年12月、LGIM初の人権ポリシー（Human Rights 
Policy）を公表しました。

https://www.lgim.com/uk/en/responsible-investing/climate-impact-pledge/
https://www.lgim.com/landg-assets/lgim/_document-library/esg/lgims-deforestation-policy---0823-update_v0.4.pdf
https://www.lgim.com/landg-assets/lgim/_document-library/esg/lgims-deforestation-policy---0823-update_v0.4.pdf
https://www.lgim.com/landg-assets/lgim/_document-library/responsible-investing/human-rights-policy_final_2023.pdf
https://www.lgim.com/landg-assets/lgim/_document-library/responsible-investing/human-rights-policy_final_2023.pdf


4. 健康

•	 LGIMがマクドナルド（McDonald’s）*で共同提案した薬剤
耐性（AMR）に関する議案が株主の20%弱に支持されまし
た。

•	  2023年を通して、多国籍企業ネスレ（Nestlé）*に対して栄
養に関する共同エンゲージメントを強化しました*

5. ガバナンス

•	 2023年、デュアルクラス・シェア・ストラクチャー（DCSS）
を採用している米国企業の265議案に反対行使を適用しま
した。 

•	 英国の賃金競争力をめぐる議論に拍車がかかり、英国と米
国の賃金に対するLGIMのスタンスを「地域別役員報酬ポリ
シー（Regional Executive Remuneration Policies）」で
明確にしました。世界全体の実績を振り返ると、2023年に
は報酬関連の会社提案議案の52%に反対票を投じました
（2022年は56%）。各社が公正かつ適切な長期業績連動
型報酬に対するLGIMのミニマム・スタンダードを満たしてい
ないことが否決の理由でした。

6. デジタル化 

•	 2023年、人工知能（AI）に関してLGIMが企業に求める期待
値を公表しました。重視しているのはAIのガバナンス面、特
に企業がリスクと機会をどう管理し、透明性を高めるかとい
う課題です。

•	  商品としてAIシステムを開発している米国の4大テック企業
（Alphabet*、Apple*、Meta*、Microsoft*）に対するエン
ゲージメントを実施しました。

上記は、例示のみを目的としています。 特定の証券についての言及は、過去の事象に基づいており、その証券がLGIMのポートフォリオに現在保有されていることも今後保有されることも意味するものでは
ありません。上記の情報は証券の売買を推奨するものではありません。

https://www.lgim.com/landg-assets/lgim/_document-library/capabilities/uk-principles-of-executive-pay-lgim.pdf
https://www.lgim.com/landg-assets/lgim/_document-library/capabilities/north-america-principles-on-executive-pay-lgim.pdf
https://www.lgim.com/landg-assets/lgim/_document-library/capabilities/north-america-principles-on-executive-pay-lgim.pdf
https://blog.lgim.com/categories/esg-and-long-term-themes/how-well-press-for-safe-ai/
https://blog.lgim.com/categories/esg-and-long-term-themes/how-well-press-for-safe-ai/


インベストメント・スチュワードシップ・チームの2023年エンゲージメント実績
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エンゲージメント総数の内訳

エンゲージメントのテーマ別内訳*

エンゲージメントの上位5テーマ*

エンゲージメントの地域別内訳

*注：一度のエンゲージメントにおいて複数のテーマを扱う場合があります。

ダイバーシティ 森林破壊 事業戦略報酬気候変動
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受賞歴
業界および同業他社からの支持

LGIMは常に業界をリードする結果を出すことを目指しています（その成果は、
このページの受賞歴からおわかりいただけると思います）。しかし、達成した
ことに安住しているわけではありません。外部の評価や監視は、気を引き締め
て、たゆみなく改善を続けるモチベーションになっています。

受賞は投資を推奨するものではありません。過去の実績は、将

来の実績を示唆するものではありません。投資資産および投資

によりもたらされる収益の価値は保証されるものでなく、上方に

も下方にも変動し、投資元本を毀損する場合があります。

2023年の第三者組織からの表彰
•	 UN PRI（国連責任投資原則）から、「ポリシー・ガバナンスおよび戦略」「パッシブ運用株式」「不動産」「SSA債」「社債」の5分野で最高評価「5つ星」を獲得1

•	 ShareActionから責任投資の取り組み方に対して「A評価」を獲得2

•	 Influence Mapから「A+」の気候スチュワードシップ・スコアを獲得3 

•	 ネットゼロへの移行に重要な役割を果たす企業取締役にパリ協定の1.5℃目標に沿ったオペレーションやビジネス・モデルを徹底する責任を課すための議決権 

（代理）行使におけるLGIMのリーダーシップがMajority Actionに認められる4 

•	 インデックス運用が主体の資産運用会社でありながら、積極的な議決権行使がShareActionに認められる5  

•	 モーニングスター（Morningstar）の最新アナリスト・レビューで「Advanced」と評価されるESGコミットメント・レベルを維持 

•	 資産運用会社のESGアイデンティティを定量的に評価する指標、ESG Identity Asset Manager Assessment（ESG.IAMA）で「leader」のラベルを獲得

責任投資の取り組みが評価され、次の業界賞も受賞しました。

•	 Pensions Age Awards – Sustainability Provider of the Year（サステナビリティ・プロバイダー・オブ・ザ・イヤー）

•	 City A.M. Awards – ESG Investor of the Year（ESGインベスター・オブ・ザ・イヤー） 

•	 Salone dello SRI – Corporate ESG Identity（コーポレートESGアイデンティティ）１位

•	 Salone dello SRI – ESG Asset Management（ESGアセット・マネジメント）１位

  1. PRI summary scorecard 2023, January 2024.
  2. ShareAction, Point of No Returns 2023: Part I – Ranking and General Findings, February 2023.
  3. InfluenceMap, Asset Managers & Climate Change 2023, August 2023. 
  4. MajorityAction, Climate in the Boardroom, 2023.
  5. ShareAction, Voting Matters 2023, 2023.

https://www.pensionsage.com/awards/winners23.php
https://www.cityam.com/impact-am-awards-esg-excellence-takes-centre-stage-on-glittering-night/
https://www.salonesri.it/esg-iama-label-2023/
https://www.salonesri.it/esg-iama-label-2023/
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レポート全文

2023年のLGIMにおけるアクティブ・オーナーシッ
プの詳細については、下記のウェブサイトより本
レポートの全文をご覧ください。本文書で取り上
げた事例以外にも、前向きな変化を推進するため
のLGIMの取り組みを多数紹介しています。 
www.lgim.com/activeownership

LGIMインベストメント・スチュワードシップ・チー
ムは、LGIMのブログやポッドキャスト・チャンネル
「LGIM Talks」でも最新情報を定期的に発信し
ています。

2024 | LGIM Active ownership  
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The assets we manage 
Asset class: £ billion 

 
 

Assets under management: Regional breakdown 

 
As at 31 December 2023. The AUM figure disclosed aggregates the assets managed by LGIM in the UK, LGIMA 
in the US and LGIM Asia in Hong Kong. The AUM includes the value of securities and derivatives positions and 
may not total due to rounding. Regional exposure is based on the country of risk of the underlying holdings. Data 
disclosed excludes derivative overlays.  

t  Capital at risk 
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Active 
ownership: 
2023 
Global engagement to 
deliver positive change  

Active ownership means striving to create sustainable value for 
our clients. This report details how we achieved this in 2023. 

 

 

Any references to strategies are mentioned for illustrative purposes only and are subject to the following key 
risk: The value of an investment and any income taken from it is not guaranteed and can go down as well as up, 
you may not get back the amount you originally invested. This will be referenced with a t symbol and ‘Capital at 
risk’ on the relevant pages. 

For professional investors only. Not to be distributed to retail investors. 
All investing involves risk. 
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A broad range of ESG capabilities  
There are c.100 LGIM employees with roles dedicated exclusively to ESG activity. This covers leadership 
positions to implement our responsible investing strategy across our Investment Stewardship, Investments, 
Distribution, Product, and ESG IT and Change teams.  

At LGIM, there are c.100 roles across 9 teams dedicated exclusively to ESG activity 

 
 

Developing our Investment Stewardship team 
We continue to grow our Investment Stewardship team, and as at the end of 2023 it comprised 26 professionals 
with an average of 12.5 years’ experience in areas including responsible investment, investment stewardship, 
accounting and audit, impact investment and public policy. The team covers many geographies, including both 
emerging and developed markets. The team includes sector specialists and experts on ESG themes, such as 
nature, diversity and climate change. In line with LGIM’s strategy to internationalise, the team has a global remit, 
with members in the UK, Japan, the US and Singapore. Our diverse team members represent 11 nationalities 
– from northern and central America, to Europe, the Middle East and East Asia – and speak 15 different 
languages. In our view, this makes the team well positioned to keep abreast of the latest policy, regulatory and 
industry developments globally and in local markets. The Head of Investment Stewardship and Responsible 
Investment Integration, Michael Marks, reports directly to LGIM’s CEO, Michelle Scrimgeour, and is a member of 
LGIM’s Executive Committee. 

Expanding our business in Asia 
As part of our Internationalise strategy pillar, LGIM appointed our first Head of Asia Investment Stewardship (ex. 
Japan) in Singapore at the start of 2023. Our newly opened Singapore office includes our Asia Pacific portfolio 
management hub, ESG and Sustainability hub, and will also harbour our regional Head of Asia’s Wholesale client 
business. As part of our expansion strategy, we are currently looking to add further Investment Stewardship staff 
in our Singapore location. 

t  Capital at risk 

http://www.lgim.com/activeownership
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お問い合わせ
LGIMについての詳細は、lgim.comをご覧いただくか、LGIMの営業担当者までご連絡ください。

重要なリスク

投資資産および投資によりもたらされる収益の価値は保証されるものでなく、上方にも下方にも変動し、投資元本を毀損する場合があります。

重要情報

本文書で表明されている見解は、リーガル・アンド・ジェネラル・インベストメント・マネジメント・リミテッドやその関連会社（「リーガル・アンド・ジェネラル」または「当社」）の公表時点における見解です。  
本文書は情報提供のみを目的としており、それに基づくいかなる行為も勧誘するものではありません。掲載情報は、一般的な経済、市場、政治の問題、業界やセクターのトレンドについて論じています。調査、ある
いは投資、法律、税金の助言ではありません。証券の売買や特定の投資戦略の実行を勧誘、推奨、宣伝するものでもありません。 

いかなる者も、本文書の掲載情報について、その正確性や完全性に関してリーガル・アンド・ジェネラルに対し訴訟を起こす権利を持ちません。掲載情報は、公表日において正しいものと考えますが、公表後に入手
可能になりうる情報に照らして完全性および正確性を保証するものではありません。リーガル・アンド・ジェネラルは本文書の情報を更新または修正する義務を負いません。本文書に第三者の情報が含まれている
場合、その情報の正確性と完全性は保証されません。リーガル・アンド・ジェネラルは、その情報に関して一切の責任を負いません。

リーガル・アンド・ジェネラルの書面による事前の許可なく、本文書の全部または一部を複製したり、第三者に配布したりすることはできません。そのような配布が現地の法律または規制に反する法域に居住する個
人への配布は禁止されています。
© 2024 Legal & General Investment Management Limited, authorised and regulated by the Financial Conduct Authority, No. 119272.イングランドとウェールズにて登記（No. 02091894）。登録所
在地：One Coleman Street, London, EC2R 5AA

LGIMグローバル
特に明記しない限り、本文書において「LGIM」および「当社」と述べる場合、Legal & General Investment Management Ltd.（英国FCA認定アドバイザー）、LGIM International Limited（米国SEC登録投資
アドバイザーおよび英国FCA認定アドバイザー）、Legal & General Investment Management America, Inc.（米国SEC登録投資アドバイザー)、リーガル・アンド・ジェネラル・インベストメント・マネジメント・
ジャパン株式会社（日本金融庁登録投資顧問会社)、Legal & General Investment Management Asia Limited（香港SFCライセンス会社)を含むグローバル・コングロマリットを意味します。LGIMスチュワード
シップ・チームは、これらの現地で許認可を受けた全事業体を代表して行動します。

LGIMアジア
香港：Securities and Futures Commission（SFC／証券先物委員会）の許可を受けたLegal & General Investment Management Asia Limitedが発行者。シンガポール：Monetary Authority 
of Singapore（シンガポール金融管理局）によって規制されるLGIM Singapore Pte. Ltd.（企業登録番号202231876W）が発行者。

D007685_JP


	Foreword
	2022 in numbers
	Awards
	Contact
	Q and A

